
























氏     名  酒井 幸文 
学 位 の 種 類  博士（工 学） 
報 告 番 号  乙 第３９号 
学位授与年月日  平成２７年９月２０日 
学位授与の要件  学位規則第４条第 2項該当 
学位論文題目  大型常圧焼結炭化けい素材料の熱的用途への適用に関する研究 
論文審査委員  （主査）教授 本田 康裕 
（副査）教授 大髙 敏男 





                                                                
  酒井    幸文 
 
1. 題目 



















































て実施された．試験は 2台の熱交換器が直列に配管され，導入された 290K-79.2m3[normal]/hの空気は約 1200Kの排
ガスとの熱交換により，820K で回収された．1 台目の熱交換器出口温度は 620K であったが，必要とする温度と空気
量によって台数と段数を決めることにより最適な排熱回収が可能である．φ200×φ179×2300mm(炉内有効長 1800mm)
の大型伝熱管による熱交換器の数値解析では，18 台の熱交換器を並列に配管することにより室温 2500m3/h の空気
が約 620Kになった．並列配管では比較的低温の空気を多量に回収できることを確認した． 












の断熱筒に関する出願では，1件が登録になり他に 1件の公開公報がある．熱交換器では 3件が登録され， 5
件の公開公報がある．炭化けい素材料に関するものとしては 9件の特許がある．                               
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